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久留米市の農業施策
～魅力ある農業都市・久留米の発展れ

久留米市 農政部 農政課

久留米市の農業の特徴と現状
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久留米市の主要農産物マップ

久留米市の

主要生産物マツプ
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久留米市は、筑後川の豊かな水と筑後平野の肥沃な土壌(温 ]髪な気候に恵

まれ、米、麦、大豆をはじめ、野菜、果物、花、牛乎となどを生産する県内

最大の農業都市です。 3

涌

【参考】農業経営の形態  |
O土地利用型農業

⇒来、麦、大豆など、大規模に栽培が可能な農業

O園芸農業

⇒野菜、栗樹、花きなどを集約的に栽培する農業

●露地栽培 :露天の耕地で作物を栽培する農法

●施設栽培 :ガラス室やビニルハウスなどを利用して栽培する農法

加温することで年間通して栽培することが可能

0畜産
⇒牛乳・乳製品生産のための平L牛飼養 (酪農)、 牛肉・豚肉・ 鶏

(肉・卵)等の生産のための肉用牛飼養の総称
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久留米市の主要農産物

作物篭 琲又穫量 県内シェア 県内順位

普通作 米 16,400t 10.O% 1位

小麦 10,OOOt 封3.3% 2イ立

大豆 871t 8.9% 4イ立

野 菜 レタス 7,142t 63.3% 1位

(う ち非結球レタス) 6,390t 72.3% 1位

(うちサラダ菜) 715t 90.4% 1位

ホウレンソウ 1,964t 78.0% 刊位

タマネギ 364t 30.7% 1位

シュンギク 449t 40.1°/O 1位

イチゴ 1,422t 11.6% 21立

栗  実 カキ 1,157t ¶2.4% 3+立

ブドウ 973t 23.3% 1位

出典 :普通作…作物統計調査、野菜・果実…福岡県農業統計調査
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久留米市の主要農産物

作物名 鮮又穫量 県内シエア 順位県内

花、き カーネー)ョン (七刀り犯つ 1,121千本 37.3% 21立

ユリ (切 り花) 210千本 5,8% 6イ立

バラ (切 り花) 司,190千本 1415% 31立

ンクラメン (鉢) 102干鉢 23:9% 1位

洋ラン (鉢 ) 217千鉢 49。O% 1位

蓄 産 薯L用牛 2,484頭 22.8% 1位

肉用牛 3,389頭 15,4% 1位

出典 :福岡県農業統計調査
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久留米市の農業の特徴 農業産出額 (R3年 )

(農林水産省統計部)

久留米市は多彩な農産物を生産しています。

苗木が盛んであるため、その他の割合が高いことも特徴の一つです。

その他 (種苗苗木含む)

29億円 (10%)

畜産39億円 (13%)

柁き35億円 (12%)

果実25億円 (8%)

市域全体  22,996ha

米・ 麦・ 豆類
39億円 (14%)

野菜

123億 円 (42%)

合計 290億 円

(ス留米市市民文化部資産税課)
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田
7,270ha

火田
1,521 hc

◎本市の農地面積は、

◎農地の分類 (地目)

県内最大です。
は『田』が最も大きく、約8割を占めます。
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全国28位、九州 13位 、福岡県 1位

農地
8,791ha
38.2%

その他
14,205ha
61.8%



総農家の経営耕地面積

5,809ha
5,474ha

H22年 H27年

◎ 10年間で、約 14%(309ha)減 少しています。
⇒ 福岡 ド‐ム (6.9ha)の約1171固分に相当

5,701戸
4,356戸

R2年

3,923戸

(農林業センサス)

市域面積の

約22%

(農林業センサス)

市世帯熱の

約3%
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H22年 H27年 R2年

◎農家戸数は、年々減少しており、市世帯数 (約 14万世帯)の約3%
となります。

総農家戸数
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農業従事者のうち、基幹的農業従事者数
(農林業センサス)

6,414人

15歳以上人□ (262,096人 )

の約2%    i
↓         

・

5,533人
4,675人

H22年     H27年      R2年

◎基幹的農業従事者は、10年間で約3割河少しています。

※基幹的農業従事者 :15歳以上の世帯員のうち、普段仕事として主に

自営農業に従事した者
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(農林業センサス)

平成22年 平成27年 令和2年

吟: 吟

◎農業者の高齢化が本市を含め全国的な課題です。

久留米市においても徐′マに比率が高くなつています。

※久留米市の高齢化率 (65歳以上).:27.9%
(令和 5年 4月 1日現在)

基幹的農業従事者(65歳以上比率)

65歳 以上

45.7%
65歳 以上

51.0%
65歳 以上

57.8%
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基幹的農業従事者(男女比)

平成22年 平成27年

(農林業センサス)

令和2年
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吟 吟

◎基幹的農業従事者の男女比率は、年展(女性比率が減少しています。

※ス留米市の女性比率 :52.5%(令 不□5年 4月 1日現在)

(農林業センサス)

◎5 ha以上の経営耕地面積をもつ農業経営体が増えています。

⇒ 農地の利用が特定の農業者へ集積され、営農の大規模化が進展

46.4%
女性 女性

45.8%
女性
43.4%

経営規模別の農業経営体数

経歯耕地面積 H27年
ヘ

R2年

l hai末 )面 1,605(48%) 1,308(46%)

l ha～ 3 ha 1,303(39°/。 ) 1,050(37%)

3 ha～ 5ha 220(7%) 219(7%)
5 ha′γ10ha 112(3%) 133(5%)
1 0ha以上 109(3%) 124(4%)
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販売金額規模別の農業経営体数

販売金額 日27年 R2年
500万円未満 2,315(69%) 1,823(64%)
500万円～ 1千万円 423(13%) 407(14%)
1千万円～3千万円 403(12%) 384(14%)
3千万円～5千万円 119(4%) 102(4%)
5千万円γ ll意円 67(2%) 82(3%)
1億円以上 22(O.7%) 36(1%)

(農林業センサス)

◎販売金額5千万円以上の農業経営体数は増加しています。
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(福岡県調べ)

■新規就農者

39

32

23    22
17

13

日291 H30   R4    R2    R3    R4
◎本市では、年間20名程度が新規就農 しています。

◎野菜 (リ ーフレタスやイチゴ)での就農者が多く、近年では、農家出身

ではない人の新規参入も増えてきていますと

R4年度 品目 :野菜25人、米麦7人、花き3人、栗樹4人
形態 :Uターン23人、新規学卒4人、新規参入 12人

Ｏ
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Ｏ

Ｏ

５

４
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担い手の状況 新規就農者数
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担い手の状況 認定農業者数

経営体数 うち法人数

久蜜米市 836 119
うち旧気留米 313 29

うち田主丸町 162 14

うち北野町 190 39

うろ城島町 96 18

うち三瀦町 75 19

(令和5年 3月末現在)

◎認定農業者 :農業経営基盤強化促進法に基づき、農業経営改善計画を

市や国・ 県が認定した農業経営体

(目標とする所得と労l動時間 :年間600万 円、2,OOO時 間)
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(遊体農地に関する措置の状況に関する調査の結果)

令 和 4年 (封 号遊休農地)

□ 89,858ha(1.9%)

福岡県 2,053ha(2.5%)

久蜜米市 97.7ha(1.1%)
(%は耕地面積比)

◎本市は、平野部の水田地けが多いことや農地の集積・集約が進むなど

地域農業が維持されていることもあり、遊休農地の発生率は、国や県

と比較して低くなつています。

遊休農地面積(ha)
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食料自給率①
出展 :パンフレット「ニッポン食べもの力見つけ隊」 (農林水産省)

モぅ上

エクミ
',A

回蔵品だけfご と
おなかいっぱいになぢないの?

しかし、そ
'l「

奮へうのIす べて,'l]本 【‖1,1ヽ ているt,け て:ど ありませム

=工
EⅢ に

おぅ寺Ⅲうの1ゝ

e/。

果物
400/。

′
117と '乳製」と 大重(珈 み

“
LI

7e/。
野革
80。/。

鶴

・■
声

魚
関

　

．　
一
‘

肉類

9。/e

|'手養I

磐

斡 お
,  ユ(】 I X l11 11 l J

I, I上 iヽ 1:Ⅲ  Ⅲflr

卜 F`'FI('t'生 fい Ⅲ

1lJ ⅢⅢ Ⅲな `い
'!

1・ 差″̀
ン '■

カオD

15。/。

食 料 自給 率 とは

'メ
イチ(■

19

食料自給率②

日本の食料営綸奉は
どうならているの?
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食料自給輩ド 食料自給率は、約50年前には生産額ベースで80°/。 以上、 T,iゞちてし1るよ!

高為ヽったんどる カロリーベースで70%以上でしたが、とちらも年々下がつてきています

■力ロリーベースと生産寝,再
ベースの絡合食料自給率の推移
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世界各国の食料自給率 (令和4年 )

カロリーベ▼ス 生産額ベース

日本 38% 58%
イギリス 54% 60%
イタリア 58% 87%
ドイツ 84% 58%
アメリカ 115% 92%
フランス 117% 83%
オーストラリア 173% 110%
力すダ 22H% 124%

第 3期 気冨米市

食料 。農業・ 農村 基本計画

(計画期間 :R2んR7年度)

(農林水産省統計ほか)

21

22



食料 日農業 日農村基本計画とは

◆久留米市倉料 。農業 ,農村基本条例に基づく計画 ィ

(平成16年制定当時、西日本で初めてとなる農業振興に関する条例)

◆本市の食料 ,農業・ 農村政策を推進するための

『農政のマスタープラン』

◆第 1期計画 (計画期間 :H18～ H26)
第2期計画 (計画期間 :H27ん Rl)
第 3期計画 (計画期間 :R2～ R7)

◆基本的な者え方

「市民みんなで参加する久留米の食と農」

※ 農業者、農業団体、市民、事業者、行政の行動指針

を定めるなど、市民参加型の計画

◆全体目標

『魅力ある農業都市 E久留米の発展』

<魅力ある農業都市とは…>
県内 1位の農業産出額を維持し、

多様な担い手により美しい田園風景を誇る農業都市

②担しヽ手の知識や技術、農業への思いが次世代に継承され、

持続可能な農業が展開される農業都市

③農業・農産物の魅力を市民みんなが理解し、

よりT層久留米市に愛着と誇りを持つことができる農業都市

23

食料日農業日農村基本計画とは

24



食料日農業田農村基本計画 ～施策体系～

5つの基本施策に基づき事業を推進

I担い手の育成「確保と労働力の確保

Ⅱ 生産性 日収益性の高い農業経営の実現

Ⅲ 持続可能な生産基盤の確立

Ⅳ「農業都市・久留米」の理解促進

V多様な農業への挑戦

1.基 幹的な担い手の経営力強イヒ

① 研修会や経営診断による認定農業者等の

経営改善を促進           :
② 競争力のある産地を育成するため、大規模

な園芸農業の法人化を推進

③ 水田農業の中,い的な担い手である集藩営農

組織の経営基盤を強化

25

農業経営支援研修会

家族協定調印式

④ 女性農業者の経営参画やl動 く環境の整備に向けた取組を支援

2.将来の担い手の確保と育成
①就農に向けに個別相談や知識・技術の習得

支援など、就農前から就農後まで継続的に

支援
② 農業の魅力発信による新たな就農者を確保

3.多様な人本オの活用
① 農福連携等 (障害者や高齢者等の就労)の推進

'② 外国人材の活用に向けた制度の周知や1固別相談会の実施

基本施策 I 担い手の育成田確保と労働力の確保

26



回基本施策Ⅱ 生産性・収益性の い農業経営の実現

1日 米麦大豆t野菜、果樹、緑花木、花き、畜産の振興
① 需要に応じた米生産、「多収性品種への転換

を推進
② 米生産以外の稲発酵粗飼料 (WCS)など

自給飼料の拡大を支援
③ 栽培技術の確立や生産拡大等への支援

2.効率的な生産体制の確立
① 耐候性ハウスの導入や省力機械の整備を支援

② ICT技術等を活用したスマ‐卜農業の取組を支援

3.安全で安定的な農産物の提供
① GAPの取組や導入、普及啓発を促進
② 減化学合成農薬、激化学肥料や有機農業

などの環境に配慮した営農活動を推進
③ 大雨などの自然災害に備え、受害回避に

向けた取組をl足進
④ 有害烏獣から農産物を守るため侵入防止柵や捕獲活動を支援  27

1.生産基盤の整備と防災 E減災対策の推進
① 農業用水利施設の整備や長寿命化対策の

推進
② 防策重点ため池の調査整備や用排水施設

の適正な管理
③ 農地の大区画化、陪きょ排水施設や農道

等の生産基盤の整備
ため池

2!農地の有効活用の促進
① 農地の利用調査や壽地パトロ■ルによる耕作放棄地の再生利用と発

生防止
②「農地中間管理事業」等の活用による

農地の集積・集約化を促進

③ 農地法の連守や農業振興地頓整備計画
の推進

3.農業・農村の多面的機能の発揮
協働による維持保全活動

機械による省力化

補助事業を活用して導入したハウス

基本施策Ⅲ 持続可能な生産基盤の確立

①地域住民の協l動 による農地や用排水路等の維持保全活動を推進 28



基本施策Ⅳ「農業都市・久留米」の理解促進

1 「農業都市・久留米Jの魅力発信によるブランドカ向上
① 都市圏でのトップセールスや「くるめふる

さと大使」等を活用した「農業都市・ス留
米」の魅力発信

②「道の駅くるめ」の情報受発信機能の強化
③「久留米市世界つつじセンター」や「ス留

米つばさ園」を活用した緑花木の魅力発信
」ヽ売店でのス冨米産農産物の表示

2.地産地消を通 じた魅力発信
①スーパーや小売店での久留米産農産物の表示強化
②教育委員会や商工団体等と連携した久留米

産農産物の導入促進

③ 中央卸売市場におけるス留米産農産物の

集出荷機能を強化

3i農業の公益的機能等の理解促進
①「農業まつり」や「市場まつり」等で農業

の役割や重要性に対する理解をl足進

心ヽるさとくるめ農業まつり

29

基本施策V多 様な農業への挑戦

1.農業経営の多角化
①農産物の高付加価値化や新商品の開発等、6次産業イヒヘの取組を

推進

② ライフスタイルの変化や国内市場の縮小を見据え、国内外への販

路拡大に取り組む農業者を支援

2:農村地域の資源を活用 した地域の活性化
①地頭資源を活用した農業体験や農家民泊等を支援し、交流人□や

関係人回の拡大を促進

②「道の駅くるめ」を中心に、周辺施設と連携した農村地戯の周遊や

消費を促進

ヽ‐~
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観光農園 6次産業化商品 30



久留米市の農業予算

R5 会計予算 1 ,448.7億 円 (R4:1,463.2億円)

】301

23X

その他

'6006X

■014

ユ0'S'

碕 頚5

4Sフ%

ユ3,87ユ

【単位 :百万円】

衛生負

□

歳出総額
144′ 870

農林水産業費

約41億 1 200万円

⇒ 2.8%
t】

紀湧R
ユ3.599

7

農業・農村の社会的役害」

31
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農業日農村の多面的機能
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心と体の

保養機能

33

大気浄化・良好な景観

水資源かん養
洪水防止
気候緩和
水質浄化
土壌浸食防止

土壌崩壊防止

伝統文化の

継承

体験学習と教育生物多様性 34
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久留米ブランドのお米 (特別栽培米)

くるつぱの包装資材入リリーフレタス35
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いちごのアヽウス いちご(あまおう) 36



柑橘果樹苗木

で の セールス

藤山なし   37

」Aと市の協働)

食品 への出展 農業者による海外での試験販売
38
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6次産業化関係者の交流会
こ
 6次産業化商品

「さくらんぼ大根のやさしい

酢漬け」

久留米産博多和牛
山ニストビーフ

6次産業化商品
「おやさいディップつけて

食べるドレッシング」

くるめ菜々子     39
(サラゲ菜を使用したパスタ)

農商工連携による見本市

と清聴うとlがと
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